
作業船で海のそこをほって深くし、大きな船が港に入ることができるようにした。
明治40年に名古屋港ができあがった。
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港ができて、海からの物の運びいれがべんりになった。
これにより、海外との物のやりとりもできるようになった。
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昭和30年（1955）になると、名古屋港のまわりでは、土地をうめたてて工場が
たくさんつくられた。高速道路が通り、ますます物の運びいれがべんりになった。
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いまの名古屋港は、日本を代表する港。親しまれる港づくりをめざして、
水族館などができた。楽しいしせつがたくさんあり、多くの人がやってくる。
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